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小倉牛の出荷頭数増加に向けた取り組み 
新たな出荷者が誕生しました 

 

 普及指導センターは、出荷者、北九州市及び農協等と連携して、小倉

牛の希少なブランド牛としてのＰＲ、市内での消費拡大に取り組んでいま

す。 

 小倉牛は、北九州市内で 16 ヶ月以上飼養された 26 ヶ月齢以上の黒毛

和牛で、肉質等級４以上またはＢＭＳ５以上等の基準をクリアした牛のみ

が認定されます。 

 平成 21 年は出荷者７名が 140 頭出荷しましたが、令和４年は出荷者 

４名が 47 頭出荷となり、生産規模が縮小していました。 

 しかし、関係機関との継続的な取り組みにより、小倉牛は地域に根付

いたブランドとして高価格で取引されることから、新しく小倉牛出荷に取り

組む出荷者が誕生し、次年度は 70 頭近くの出荷を見込んでいます。 

 今後も出荷者及び関係機関と連携し、小倉牛のブランド維持と出荷頭

数増加に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 子牛登記の様子 写真２ 鼻紋採取の様子 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

Fax：093-601-8869 

園芸畜産課 果樹花き畜産係 


